
「なごみヘルパーの現状 ～在宅における障害者の支援」 

〇発表者名 後藤 宜博 

共同研究者名 大前 理恵

１．課題 

法人内に於いても「なごみヘルパーとは、一体なにをやっているの？」という声を聞いたこ

とがあり、この機会に少しでも知ってもらいたい、他部署職員との連携を深めたい。

２．ヘルパーはどういう人が利用するでしょうか？ 

身体、精神、知的に障害がある方で、且つ自宅、グループホーム、ショートステイで暮らし

ておられる方です。施設入所するとヘルパーは利用できません。 

３．ヘルパーの支援とは 

居宅支援、移動支援、同行援護、行動援護です。 

同行援護、行動援護は研修を終えたヘルパーのみ支援に入れます。 

利用者を車に乗せるには、福祉有償運送の免許が必要です。 

４．サポートセンターなごみの利用者数と職員数 

利用者１２３名、ヘルパー１０名です。 
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